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DEMによる岩盤斜面崩壊の一考察
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図-4 DEM解析図 (削性逓減率 1/100)
(C)最下部要素全体
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大きくなっているのに対し,最上部の凝灰岩層は足元を
すくわれる形でほぼ鉛直方向に落下する結果となってい
る.これらの解析結果と現地における崩壊直後の岩石の
散乱状況との比較を行うことによって,崩壊様式と原因
の推定はかなり選択肢を限定できるものと期待される.
5,あとがき
越前海岸で生じた岩盤斜面崩壊に対して,要素の剛性
を逓減させて, DEM解析を実施した。 その結果,次の
ようなことが示された.
1)岩盤のプロック化が生じた時点で斜面はかなり不安
定な状態にあり,法尻付近に上部層からの荷重が集
中していたことが考えられる.
2)最下部要素の剛性を逓減させていくことにより,崩
壊が生じた。しかし,同一の近減率であっても,そ
の部位の違いによって崩壊が生じない例もあった。
下部層,特に,基盤と接する部分の剛性 (あるいは,
この部分の基盤の剛性,以下同じ)を弱めることに
より崩壊が生じ易くなる.
3)また,剛性を逓減させる部位の違いによって, たと
えば,基盤と接する部分の剛性を弱めたときにはト
ップリング型など崩壊様式が異なることが示された.
崩壊様式が異なれば,当然. ロックシェッドに与え
る衝撃力が異なることも推測される.
以上のことをまとめると,下部層,特に,基盤と接す
る部分が鍵となる部分であり,上部層からの荷重を支え
きれなくなり,一気にトップリング破壊に至ったものと
推測される。今後, この解析結果と崩壊直後の岩石の散
乱状況との比較を行うことが,崩壊様式,さらには崩壊
原因推定には有効であろう。なお,本解析を実施するに
あたって名古屋大学工学部川本跳万教授始め同研究室の
方々には地質資料提供等御指導頂いた.記して謝意を表
する次第です
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